
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

       令和６年１月３０日発行  責任者 校長 髙橋知毅 

URL  http://town.shibecha.ed.jp/shibecha-e/htdocs 

標小がめざす子ども像 
○自ら学ぶ子（知） 

○人のために行動できる子（徳） 

○自他を尊重する子（徳） 

○心身の健康安全に向け挑戦する子（体） 

 「 」         校 長  髙 橋 知 毅  

 
■新年明けましておめでとうございます。冬休みも終わり、３学期がスタートしました。今年が皆様にとって幸多
い一年になりますよう祈念いたします。 

子供たちの声が響いているのを聞くと、やっぱり学校はいいなと思います。各教室をのぞいて見ると、背筋をピ
ンと伸ばして学習している子、しっかりノートをとっている子、集中して友達の発言に耳を傾けている子など、気
持ちを新たにして意欲的に学習に取り組む様子が見られます。 
 
■さて、風邪やインフルエンザが流行る冬場は健康管理も難しいところです。その予防には、しっかり栄養をとる
ことはもちろん、睡眠時間をたっぷりとること、手洗い・うがいを欠かさずにすること、そして、たくさん遊び、
たくさん笑うことです。 

子供たちの笑顔は、何物にも代えがたい宝物です。保護者の皆様も、これまでの子育ての中で、何度も子供の笑
顔に幸せを感じたり励まされたり癒やされたり救われたりしてきたのではないでしょうか。 
 
■人は、生まれながらに笑顔を見せます。これは、「新生児微笑」と言い、「笑顔を見せることで周りがさらに優し
く接してくれる」という、赤ちゃんの本能的な自己防衛手段なのだそうです。 

なんと言っても笑顔はコミュニケーションに欠かせないものです。優しさや思いやり、相手を包み込む感情、 
そして、人のために時間を使うこと、人の役に立つことの根源は、笑顔にあるのではないでしょうか。 
 
■子供たちが笑顔で「おはようございます」と挨拶をしてくれると、嬉しくなります。今日も一日楽しく勉強した
り生活したりしてほしいと、願わずにはいられません。それでも、子供の喜怒哀楽は多様に変化します。ちょっと
したことでも、怒ったり悲しんだり泣いたりするものです。友達とケンカをすることもあるでしょう。大人から叱
られて落ち込んでしまうこともあるでしょう。そんなときも、自己肯定感と折れない心を働かせて、笑顔を取り戻
してほしいと思います。 

自力で笑顔に戻れないときは、友達の力や大人の力も必要です。周囲の笑顔がその子の笑顔につながります。大
事なことは、「楽しいから笑顔になる」のではなく、「笑顔でいるから楽しくなる」ということだと思います。 

『笑う門には福来たる』という言葉も、「笑顔でいるから楽しくなる」ということを表しています。「門」とは家
や家族の意味ですが、ここでは、標茶小も含めることとしましょう。家でも学校でも、いつもにこやかに笑って過
ごせば、自然と幸せに包まれます。そんな一年にしていきたいものです。 
 
■子供たちが次のステージで充実した生活が送れるよう、また、この３学期、自分の目標の実現に向け、今なすべ
きことに真剣に取り組むことができるよう教職員一丸となって指導にあたっていきます。 
 
本年もどうぞよろしくお願いいたします。 



標茶小学校教育活動についてのアンケート （２回目 １２月実施） 

12 月に今年度２回目となる教育活動についてアンケートを行わせていただきました。お忙しい中，ご協力をい
ただき，大変ありがとうございました。全体としては，数値的な評価は大きく変わらないものの，更なる成果に至
りきれなかったところもあると感じられており，残念です。 
 今回の結果では，「言葉遣い」の他，「家庭学習習慣の定着」，「読書への取組」という点に課題を感じている声が
多いようでした。これらの項目は，学校での活動の範囲に止まらず，ご家庭でのお子さんの様子も含めて，評価し
ていただけている部分もあるのかもしれません。その意味では，学校と家庭との連携が問題解決の重要なポイント
になると言えそうです。改善に向け，更なる協力をよろしくお願いいたします。 
 一方，学校で行われている縦割り班活動やハッピータイムに関する項目について高評価，肯定的コメントが多く，
大変励まされました。また，学習活動についても，「授業参観で、まちのお店・施設を直接訪ね，話を聞き，発表
するという取り組みは非常に素晴らしい。」，「標茶という町にあまり興味が無かった息子が、授業で標茶町につい
て調べたり学んだりという経験を通して、少しずつ良さを見出しているようだ。」と，具体的な活動を取りあげ，
お子さんの成長を確認いただけている様子もうかがえました。 
 より良い学校教育活動の構築に向け，本当に貴重なご意見をいただけたと感じています。今後ともよろしくお願
いします。 

今月のハッピータイム 

 今回は，「自分がしたいことベスト〇〇！」 
 グループになって，自分がしたいことをいくつ
か決めて，みんなで発表し合いました。 
 ハッピータイムは，自分の思いや考えを伝える
こと，相手の声を聞き，気持ちを受け止めること
が活動の中でねらわれています。互いの関わりを
通じて自尊心の高
まりや相手を思い
やる心の育成を目
指し，これからも
継続的に取り組ん
でいきます。 
 

避難訓練  
避難訓練を行いました。災害は季節を問わず，

いつ起こるかわかりません。今回の訓練も，冬
季の避難仕方の確認というねらいの他，子ども
たちには「無通告」で実施し，急な災害にも慌
てずに避難できる力をつける目的で行いまし
た。（危険回避のため，日時は伏せますが，あ
らかじめ事前指導は行います。） 
 訓練の様子か
らは，素早い行
動と真剣さが感
じられ，標茶っ
子の良さをあら
ためて感じるこ
ともできました。 
 

給食に「ホタテ」がでたよ！ 
道南八雲町と北海道ぎょれんが国の補助事業を

活用し，道内小中学校等の学校給食へ無償で道産

ホタテが提供されることになりました。 
 先日（24 日 水）には，早速「ホタテ貝柱フラ

イ」が出て，おいしくいただきました。このあと，

2 月と 3 月にも提供があるようです。いつもとち

ょっと違ったメニューが楽しみです！ 

保護者 児童 教職員 保護者 児童 教師

1 お子さんは、「知りたい」「やってみたい」「できるようになりたい」という意欲や興味をもって学習に取
り組んでいる。

3.1 3.3 3.3 3.3 3.2 3.3

2 1人1台端末や実物投影機などの教育機器が授業に効果的に活用され、理解が深められている。 3.2 - 3.5 3.4 ー 3.4

3 考えを深めたり、話し合ったりする道徳の学習により道徳的な判断力や態度が養われている。 3.2 3.4 3.3 3.2 3.5 3.2

4 お子さんは、家庭学習によく取り組んでいる。 3.1 3.5 3.0 3.1 3.5 3.1

5 ハッピータイムや縦割り活動を通じて、相手と適切に関わったり、思いやったりする力が育まれている。 3.3 3.4 3.5 3.4 3.4 3.4

6 お子さんは、優しい声かけや丁寧な言葉遣いを意識している。 3.0 3.5 3.3 3.1 3.5 3.2

7 お子さんは、児童会活動や行事等の活動を通じて、自主性が育ってきている。 3.1 3.4 3.3 3.3 3.4 3.2

8 お子さんは、基本的な生活習慣が身についてきている。
　　（早寝・早起き・朝ごはん・歯みがき，適度な運動など）

3.2 3.2 3.0 3.4 3.2 3.2

9 体育の授業や外遊び週間などの取り組みを通じて、お子さんは運動する習慣が身についてきている。
　　（目安として、体育の授業以外で運動する時間が１週間に合わせて１時間以上）

3.2 3.4 3.3 3.4 3.4 3.2

10 面談や相談、通知表を通して、お子さんの学習や生活の様子がよくわかる。 3.2 - 3.3 3.3 ー 3.6

11 お子さんは、苦手な学習に対しても粘り強く取り組み、以前より自信を持てるようになった。 2.9 3.4 3.3 3 3.4 3.4

12 お子さんは、楽しく学校生活を送っている。 3.3 3.4 3.2 3.5 3.5 ー

13 お子さんの学習や生活上の困り感があった場合、学校に相談することができる。 3.2 - 3.5 3.3 ー 3.4

14 お子さんは、体験学習や校外学習等を通じて地域の良さを感じることができている。 3.3 3.5 3.7 3.4 3.6 3.4

15 お子さんは、学習したことを普段の生活で生かしている。 3.1 - 3.3 3.3 ー 3.3

16 お子さんは、学校や家での読書活動を通して、本を読むよさを感じている。 2.7 3.1 2.9 2.7 3.1 3.1

17 お子さんの道徳性が育まれている。 3.1 - 3.3 3.2 ー 3.3

18 学校評価アンケートは、学校の改善につながっている。 2.9 - 3.1 3 ー 3.3

19 学校便りや学校ホームページ等により、教育活動の様子を知ることができている。 3.1 - 3.5 3.3 ー 3.2

１回目（７月実施）　評価～「４：そう思う　３：どちらかというとそう思う　２：あまり思わない　１：思わない」で答えてください

令和５年度　標茶小学校　教育活動の重点と取組

２回目（１２月実施）


